
土
岐
善
静

の
勅
語
術
義
書
を
め
ぐ

っ
て

三

宅

守

常

明
治
期
に
お
け
る
世
俗
倫
理
と
仏
教
倫
理
の
関
係
を
さ
ぐ
る
方
法
と

し
て
、
明
治
二
十
三
年
漢
発
の
教
育
勅
語

(以
後
、
勅
語
と
略
記
)
に
対

す
る
各
衛
義
書
の
中
で
も
、
仏
教
系

の
衛
義
書
を
対
象

に
検
討
を
加
え

て
い
る
が
、
対
キ
リ
ス
ト
教
を
意
識
し
た
と
は
言

っ
て
も
、
そ
の
衛
義

内
容
は
必
ず
し
も

一
様
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
各
々
を
考
・察
し
て
三
類

型

(伝
統
的
宗
乗
の
立
場
.
通
仏
教
的
立
場

非
仏
教
的
立
場
)
に
分

類

し

て
き
た
。

そ
こ
で
、
次

に
土
岐
善
静
の
勅
語
衛
義
書
を
取
り
あ
げ
て
そ
の
内
容

等
よ
り
類
型
化
の
検
討
を
し
て
み
よ
う
。

二

土
岐
善
静
は
真
宗
大
谷
派
の
浅
草
等
光
寺
の
第
十
二
世
住
職
で
、
嘉

永
元
年
の
生
れ
。
文
久
三
年
十
六
才
の
時
、
父
の
信
暁
院
恵
洞
律
師
残

し
て
寺
を
嗣
い
だ
。
慶
応
元
年
六
月
、
十
八
才
の
時
、
第

二
次
征
長
の

徳
川
家
茂
に
し
た
が

っ
て
藤
沢
の
遊
行
寺
ま
で
行
き
、
諭
さ
れ
て
帰

っ

た
。
維
新
後
、
明
治
六
年
二
十
六
才
の
時
、
大
教
院
分
離
運
動
に
参
画

し
、
同
十
四
年
三
十
四
才
の
時
、
同
派
の
平
松
理
英
等
と
仏
教
講
談
会

を
開
き
、
以
後
仏
教
演
説
で
活
躍
。
同
三
十
二
年
五
十
二
才
で

『
教
育

勅
語
通
俗
説
教
』
を
執
筆
し
、
翌
三
十
三
年
刊
行
。
そ
し
て
、
同
三
十

九
年
六
月
五
日
五
十
九
才
で
残
し
て
い
る
。

ま
た
、
文
学
や
歌
も
能
く
し
、
連
歌
師
と
し
て
大
谷
派
の
中
で
も
特

に
幕
府
御
抱
の
柳
営
連
歌
の
最
後
の
宗
匠
で
も
あ

っ
た
。
寂
羅
坊
湖
月

・
不
及
庵

・
松
清
居
士
等
の
号
を
持
ち
、
詩
文

・
茶

・
香

・
華

・
書
画

に
も
通
じ
た
文
人
で
も
あ

っ
た
。

同
時
に
、
仏
教
界
に
お
い
て
も
当
時
の
仏
教
演
説
の
大
家
の
一
人
と

さ
れ
、
加
藤
咄
堂
と
共
著

『
説
教
演
説

の
心
得
』
や
、
『
真
宗
教
導
会

法
話
説
教
集
』
、
『
仏
教
十
大
家
演
説
』
等
に
も
演
説
法
話
が
入

っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
演
説
法
話
に
努
力
す
る
中
で
、
勅
語
に
対
す
る
仏
教

的
衛
義
書
、
す
な
わ
ち

『
教
育
勅
語
通
俗
説
教
』
が
述
作
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
一

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
八
雀
第

一
號

牢
成
元
年
十
二
月
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土
岐
善
静
の
勅
語
術
義
書
を
め
ぐ
っ
て

(三

宅
)

三

本
書
は
明
治
三
十
三
年
三
月
三
十

一
日
、
名
古
屋
其
中
堂
の
発
行
、

四
六
版
で
あ
る
。
巻
頭
に
勅
語
を
掲
げ
、
次
に

「
自
叙
」
、
そ

し

て

一

七
二
頁
よ
り
な
る
本
文
が
続
く
。

土
岐
は
、
先
づ
自
叙
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
著
述

の
意
図
を

開
陳
し
て

い
る
。

教
育
ヲ
論
ス
ル
モ
ノ
ハ
宗
教
ノ
性
質
ヲ
詳
ニ
セ
ス
、
タ
・
絶
対
的
二
之
レ
ヲ

撲
滅
セ
ソ
ト
シ
、
宗
教
ヲ
論
ス
ル
モ
ノ
ハ
教
育
力
健
全
ナ
ル
宗
教
思
想
ヲ
養

成
ス
ル
カ
ヲ
知
ラ
ス
、
徒
ラ
ニ
コ
レ
ヲ
忌
誰
ス
…
…
数
年
来
、
此
勅
語
二
、

我
真
宗
二
諦
相
依
合
理
的
ノ
宗
教
ヲ
応
用
シ
、
布
教
ヲ
試
ミ
ツ
・
ア
リ
シ
腹

(1
)

案
意
稿
…
…
此
原
稿
ヲ
印
刷
シ
布
教
術
ノ
一
助
ニ
セ
ソ
コ
ト

こ
れ
に
よ
り
、
基
本
的
に
は
教
育
と
宗
教
の
衝
突
論
争
を
受
け
た
排
耶

意
識
が
根
幹
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
後
、
世
間
の
倫
理
的
徳
目
を
仏
教
的
に
衛
義
し
た
箇
所
の
み
に
つ

い
て
抽
出
し
て
み
よ
う
。

先
づ
、
「
樹
徳
」
の
衛
義
箇
所
で
は

『華

厳

経
』
普
賢
行
願
品
中
、

賢
王
内
外

の
二
徳
を
説
い
た

是
故
我
王
有
二
聖
徳
。
何
等
為
二
。
一
者
内
徳
。
種
族
真
正
。
仁
慧
深
遠
。

二
者
外
徳
。
…
…
云
何
内
徳
。
願
為
説
之
。
答
言
仁
者
。
我
国
大
王
。
種
族

尊
勝
。
嫡
嗣
承
襲
。
歴
代
相
伝
。
…
…
或
祠
祭
祖
宗
。
思
報
恩
徳
。
教
人
孝

(
2
)

敬
。
冥
益
万
方
。
或
出
遊
巡
狩
。
撫
俗
省
方
。
御
衆
班
師
。
功
成
告
謝
。

と
い
う
部
分
を
引
用
し
、
よ
っ
て

(3
)

仏
説
誠
に
我
帝
国

の
さ
ま
を
明
記
し
た
ま
ふ

と

仏

典

に
よ

る
根

拠

を
主

張

し

て

い
る
。

次

い

で
、

『
無

量

寿

経

』

に

世
間
人
民
。

不
レ念

レ修

レ善
。

転
相
教
令

共
為

二衆
悪

殉
両
舌
悪

口
。
妄
言
綺

語
。

識
賊
闘
乱
憎
・一嫉
善

人
一敗

二壊
賢

明
叩
於

レ傍
快
喜

不
レ
孝

三
一親
殉
軽
二
慢

師
長
殉
朋
友
無

レ信
。

難
レ得

二誠
実

叩
尊
貴
自

大
謂
二
己
有

ワ道
。

横
行

二威
勢

一

侵

一易

於
人
叩
不
レ
能

二自
知

叩
為
レ
悪
無
レ
恥
。

自

以
二強
健

一欲

二人
敬
難
殉
不
レ

(
4
)

畏
二
天
地
神
明
日
月
叩
不
二
肯
作
サ善
。

難
レ
可
二降

化
叩

と

あ

る
部

分

を

引

き
、

こ
れ

は
今

日

の
照
魔

鏡

で
あ

る

と

し
、

よ

っ
て

人
能
於
レ
中

一
心
制

レ意
。

端
身

正
念
。

…
…
身

独
度
脱
。

獲

二其
福
徳

度

世

(
5
)

上
天
泥
渣
之
道
叩
是
為
二五
大
善
一也
。

と
、
儒
教
の
五
常
と
合
致
す
る
と
さ
れ
る
仏
教

の
五
善
五
悪
の
教
義
を

述
べ
て
い
る
。

次
に
、
「忠
」
の
衛
義
箇
所
で
は
、
同
じ
く

『
無
量
寿
経
』
の

(6
)

主
上
為
レ
善
率
二
化
其
下
叩
転
相
勅

令
各
自

端
守
。

『
過

度

人

道

経

』

の

臣
孝
二
其
君
叩
忠
直
受

レ令

不
二敢
違
負

…
君

臣
人
民
莫
レ
不
二喜
踊
⑩
忠
慈

(7
)

至
誠
各
自
端
守

皆
自
守

レ
国
。

そ

し

て
、

存

覚

の

『
破

邪

顕

正

抄

』

中

仏
法
を
も
て
王
法
を
ま
も
り
、

王
法
を
も
て
仏

法
を
あ
が

む
。
…
…
こ

の
ゆ

へ
に
生

々
に
う
け
し
六
道

の
生

よ
り
は
、

こ
の
た
び
の
人
身

は
も
と
も

よ
ろ

こ
ば
し
く
、

世

々
に
か
う
ぶ
り
し
国
王
の
恩
よ
り

は
、
こ
の
と

こ
ろ
の
皇
恩
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は
こ
と

に
を
も
し
、
世
間

に

つ
け
出
世

に
つ
け
、

恩
を
あ
ふ
ぎ

徳

を

あ

ふ

(
8
)

ぐ
、
い
か
で
か
王
法
を
忽
諸
し
た
て
ま
つ
る
べ
き
や
。

と
あ
る
箇
所
、
ま
た
、
沢
篭
宗
彰
の

『
東
海
夜
話
』
中

臣
と
し
て
君
に
忠
節
を
存
せ
す
し
て
、
肩
に
衣
、
口
に
食
ふ
も
の
は
、
皆
主

君
の
物
也
、
こ
れ
亦
盗
人
に
似
た
り
。
数
年
養
は
れ
て
、
一
度
君
の
用
に
立

つ
へ
き
身
を
、
無
行
義
、
無
養
生
し
て
、
終
に
一
度
の
用
に
た
ゝ
す
、
身
を

果
さ
は
、
数
年
の
給
は
る
所
の
所
領
、
皆
盗
賊
に
同
し
か
る
へ
き
也
。
…
…

其
望
な
く
し
て
徒
に
恩
賞
を
う
け
て
其
禄
を
食
ふ
は
、
盗
人
に
異
な
る
へ
か

(9
)

ら
す
、
人
た
る
も
の
之
を
恥
ち
さ
ら
ん
や
。

そ
し
て
、
慈
雲
尊
者

『
十
善
法
話
』
の

「
不
倫
盗
戒
」
中

臣
た
る
者
は
。
大
に
も
あ
れ
。
小
に
も
あ
れ
。
其
威
勢
官
爵
。
朋
友
の
交
り
。

妻
子
春
属
の
は
ご
く
み
ま
で
。
悉
く
君
の
賜
な
る
に
因
り
て
。
若
忠
な
ら
ぬ

は
一
家
の
盗
じ
ゃ
。
…
…
此
等
の
事
は
戒
経
律
蔵
の
中
に
委
く
説

て
有
じ

(
10
)

や
。

さ
ら
に
、
『
御
消
息
集
』
に

詮
じ
さ
ふ
ら

ふ
と

こ
ろ
は
、
御
身

に
か
ぎ
ら
ず
、

念
仏
ま

ふ
さ
ん
ひ
と
ぐ

は
、

わ
が
御
身

の
料

は
お
ぼ

し
め
さ
ず
と
も
、

朝
家

の
御
た

め
国
民

の
た

め

に
、
念

仏
を
ま
ふ
し
あ

は
せ
た
ま
ひ
さ
ふ
ら

は
父
、
め
で
た
ふ
さ
ふ
ら
ふ
べ

(1
1
)

し
。

と
あ
る
箇
所
を
根
拠
と
し
て
引
用
し
、
王
と
民
の
関
係
を

「恩
」
の
概

念
を
基
調
と
し
て
把
握
し
、
報
恩
が
世
間
的
道
徳
律
で
あ
る
忠
と
合
致

す
る
と
説
く
の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
次

の

「孝
」
に
対
す
る
衛
義
内
容
も

父
母
恩
者
。

父
有
二
慈
恩

叩
母
有

二悲
恩
殉
母
悲
恩
者
。

若
我
住
レ
世
於

二

劫

(
12
)

中
一説
不
レ能
レ尽
。

と
す
る
、
『
心
地
観
経
』
所
説
の
有
名
な
四
恩
説
を
も

っ
て
説
く

の

で

あ
る
。
そ
し
て
、
加
う
る
に

『
倶
舎
論
』
『
孟
蘭
盆
経
疏
新
記
』
『増

一

阿
含
経
』
『観
経
義
』
『
父
母
恩
重
経
』
『
五
道
受
生
経
』
『
六
度
集
経
』

『法
華
経
薬
王
品
』
『
浬
繋
経
』
等

の
一
節
を
引

い
て
説
く
存
覚
の

『
報

(
13
)

恩
記
』
を
長
文
引
用
し
て
、
仏
教
、
特
に
真
宗

に
お
け
る
恩
の
主
張
を

土
岐
自
身
も
、
さ
ら
に
強
調
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

次
に
、
「朋
友
相
信
」
の
術
義
箇
所
で
は
、
『
十
善
法
語
』
の

「
不
両

舌
」
お
よ
び

「
不
悪
口
戒
」
、
さ
ら
に
は

『
蓮
如
上
人
御

一
代
聞
書
』

の
同
行
善
知
識

に
は
よ
く
く

ち
か
づ
く
べ
し
。

…
…
あ

し
き
も

の
に
ち
か
づ

け
ば
、

そ

れ
に
は
馴

じ
と
思

へ
ど
も
、

悪
事
よ
り
<

に
あ

り
。
た

父
仏
法

者

に
は
馴

ち
か
づ
く

べ
き
由
仰
ら
れ
候
。

俗
典

に
い
は
く
、

人

の
善
悪

は
近

習

ふ
に
よ
る
と
、

ま
た
そ

の
人
を
し
ら
ん
と
お
も

は
父
、
そ

の
友
を

み
よ
と

い

へ
り
。
善

人
の
敵
と

は
な
る
と
も
、

悪
人
を
友
と
す
る

こ
と
な
か
れ
と

い

(
14
)

ふ
事
あ
り
。

と
い
う
言
を
引
用
し
て
、

こ
れ
ま
た
仏
典
に
よ
る
根
拠
と
し
て
い
る
。

次
い
で
、
「
恭
倹
博
愛
」
の
衛
義
箇
所
で
は
、
自
利
自
他
を

(
15
)

仏
法
に
て
い
へ
は
、
自
利
は
恭
倹
、
利
他
は
博
愛
で
あ
る
、

と
、
そ
れ
ぞ
れ
配
し
、
「
恭
倹
」
の
具
体
的
説
明

で
は
同

じ
く

『御

一
代
聞
書
』
の

土
岐
善
静
の
勅
語
術
義
書
を
め
ぐ

っ
て

(三

宅
)
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土
岐
善
静

の
勅
語
術
義
書
を

め
ぐ

っ
て

(
三

宅
)

よ
ろ
ず
御
迷
惑
に
て
、
油
を
め
さ
れ
候
は
ん
に
も
御
用
な
く
、
や
う
く

京

の
黒
木
を
す
こ
し
づ
ゝ
御
と
り
候
て
、
聖
教
な
ど
御
覧
候
由
に
候
。
又
少
々

は
月
の
光
に
て
も
聖
教
を
あ
そ
ば
さ
れ
候
。
御
足
を
も
大
概
水

に
て
御
洗

候
。

…
…
又

御
衣

は
か
た

の
破
た
る
を
め
さ
れ
候
。

…
…
人

は
あ
が

り
<

て
お
ち
ぽ
を
し
ら

ぬ
な

り
。
た

黛
つ
&
し
み
て
不
断

そ
ら
お
そ
ろ
し
き
こ
と

(
16
)

玉
、
毎
事
に
付
て
心
を
も
つ
べ
き
の
由
仰
ら
れ
候
。

と
あ
る
部
分
を
引
き
、
「
博
愛
」
に
つ
い
て
は
、
『
歎
異
抄
』
中

浄
土
の
慈
悲
と
い
ふ
は
、
念
仏
し
て
い
そ
ぎ
仏
に
な
り
て
、
大
慈
大
悲
心
を

(
17
)

も
て
、
お
も
ふ
が
ご
と
く
衆
生
を
利
益
す
る
を
い
ふ
ぺ
き
な
り
。

の
部
分
を
引
用
し
て
、
有
縁
よ
り
済
度
し
て
無
縁
に
お
よ
ぼ
す
と
い
う

こ
と
は
、
勅
語
の

「衆
二
及
ホ
」
す
こ
と
と
同
様
で
あ
る
と
主
張
す
る

の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
「
修
学
徳
器
」
の
箇
所
で
は
、
・世
界
に
最
勝
深
遠
な
仏

教

(
18
)

を
示
す
千
載

一
遇

の
機
会
で
あ
る
と
し
、
「
一
旦
緩
急
」

の
箇
所
で
は
、

宗
教

(キ
リ
ス
ト
教
)
を
も

っ
て
人
心
を
変
ぜ
し
め
た
外
国
の
例
を
あ
げ

(
19
)

て
法
に
ょ
る
信
教
自
由

の
明
示
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
最
後
の

「
是
ノ
如
キ

ハ
…
…
庶

幾
フ
」

の
箇
所
で
も

こ
の
世
の
君
は
、
か
り
の
君
、
こ
の
世
の
親
は
、
仮
の
親
、
な
ど
玉
云
ふ
、

(
2
0
)

宗
教
も
舶
来
し
た
さ
う
じ
や
か
ら

…

と
述
べ
て
排
耶
意
識
を
表
明
し
、
同
時
に
、
『
修
証
義
』
に

愛
語
と
い
ふ
は
、
衆
生
を
見
る
に
、
先
づ
慈
悲
の
心
を
発
し
、
顧
愛
の
言
語

を
施
す
な
り
、
慈
念
衆
生
猶
如
赤
子
の
懐
ひ
を
貯
へ
て
、
言
語
す
る
は
愛
語

な
り
、
徳
あ
る
は
讃
む
へ
し
、
徳
な
き
は
憐
む
へ
し
、
怨
敵
を
降
伏
し
、
君

(
21
)

子
を
和
睦
な
ら
し
む
る
こ
と
、
愛
語
を
根
本
と
す
る
な
り

と
あ
る

一
節
を
引
用
し
て
、
仏
教
を
も

っ
て
世
俗
倫
理

(孝

・
友
。
和

信
な
ど
の
諸
徳
目
)
を
遵
守
す
る
、
あ
る
べ
き
基
本
姿
勢
を
述
べ
て
本
書

を
結
ぶ
の
で
あ
る
。

四

以
上
、
土
岐
善
静
の
勅
語
衛
義
書
を
概
観
し
て
き
た
。

整

理

す
る

と
、
本
書
に
お
け
る
引
用
仏
典
は

『
華
厳
経
』
『無
量
寿
経
』
『
過
度
人

道
経
』
『
心
地
観
経
』
『御
消
息
集
』
『破
邪
顕
正
抄
』
『
報

恩

記
』
『
蓮

如
上
人
御

一
代
聞
書
』
『
歎
異
抄
』
『
十
善
法
語
』
『東
海
夜
話
』
『
修
証

義
』
の
計
十
二
部
で
あ

っ
た
。
そ
の
内
訳
は
、
経
典
が
四
部
(そ
の
中
の

二
部
が
浄
土
教
系
経
典
)
、
宗
派
所
依
の
典
籍
が
八
部
(そ
の
中
の
五
部
が
真

宗
系
の
典
籍
)

で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
自
派
所
依

の
仏
典
は
七
部
を
数

え

る
。
そ
し
て
、
禅
宗
系
典
籍
も
二
部
引
用
し
て

は
い
る
が
、
『
華
厳
経
』

『
心
地
観
経
』
『
十
善
法
語
』
は
、
「
仏
教
国
益
論
」
的
な

「
恩
」
の
概

念
を
背
景
と
し
た
仏
教
と
国
家
、
仏
教
と
倫
理
を
語
る
場
合
、
明
治
期

に
お
い
て
は
必
ら
ず
と
言

っ
て
も
よ
い
ほ
ど
例
証
さ
れ
る

仏

典

と

し

て
、
宗
派
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
通
仏
教
的
仏
典
で
あ
り
、
事

一

実
、
他
の
仏
教
系
勅
語
衛
義
書
に
お
い
て
も
引
用
頻
度
が
高

い
。
し
た

が

っ
て
、
本
書
で
の
土
岐
自
身
の
独
特
な
解
釈

は
稀
薄
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
で
あ
ろ
う
。

土
岐
は
仏
教
演
説
を
得
意
と
し
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
お
そ
ら
く
、
通
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仏
教
的
仏
典
や
他
宗
派

の
典
籍
も
、
あ
え
て
意
識
し
て
引
用
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
の
書
名
を

『
通
俗
説
教
』
と
題
し
た
所
以
も
、

お
そ
ら
く
は
そ
の
あ
た
り
に
存
す
る
と
想
像
さ
れ
る
が
、
数
量
的
視
点

に
立
つ
か
ぎ
り
、
や
は
り
自
派
経
典
中
心
で
、
か
つ
優
越
さ
せ
た
姿
勢

で
あ

っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

す

な

わ

ち

「
自
叙
」
で

「
此
勅
語

二
、
我
真
宗
二
諦
相
依
合
理
的
ノ
宗
教
ヲ
応
用

シ
、
布
教
ヲ
試
ミ
」
る
と
い
う
範
囲
の
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

よ

っ
て
類
型
化
の
点
で
は
、
本
書
は
、
特
定
宗
派
の
伝
統
的
宗
乗
を

根
拠
と
し
た
立
場
で
あ
る
第

一
類
型
に
属
す
る
と
み
て
よ
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

1

土
岐
善
静

『教
育
勅
語
通
俗
説
教
』
序
の
二
頁
。
(日
本
大
学
教
育
制

度
研
究
所
所
曲威
、
な
お
、
本
書
は

『
教
育
一勅
駈阻関
係
資
〔料
』
第
六
集
に
も

翻
刻
収
録
し
て
あ
る
)

2

『大
正
蔵
』
第

一
○
巻

七

二
二
頁
上

七
一
四
頁
上
。

3

『教
育
勅
語
通
俗
説
教
』
二

頁
。

4

『大
正
蔵
』
第

二
一巻

二
七
六
頁
下
。

5

同
右
、
二
七
七
頁
下
。

6

同
右
。

7

同
右
、
三
一
六
頁
上
-
三
一
六
頁
中
。

8

『真
宗
聖
教
全
書
』
第
三
巻

一
七
三
頁
。

9

『日
本
の
禅
語
録
』
第
二
ご
巻

三
五
○
頁
-
三
五
一
頁
。

10

『慈
雲
尊
者
全
集
』
第

一
一
巻

七
四
頁
」
七
五
頁
。

11

『真
宗
聖
教
全
書
』
第
二
巻

六
九
七
頁
。

12

『大
正
蔵
』
第
三
巻

二
九
七
頁
上
。

13

『
教
育
勅
語
通
俗
説
教
』
四

三
頁
-
五

三
頁
。

14

『
真
宗
聖
教

全
書
』
第

三
巻

五
六
八
頁
。

15

『
教
育
勅
語

通
俗
説
教
』

二

一○
頁
。

16

『
真

宗
聖
教

全
書
』
第

三
巻

五
六
七
頁
-
五

六
八
頁
。

五
七

二
頁
。

17

同
右
、

第

二
巻
。

七
七

五
頁
。

18

『教
育
勅
語

通
俗
説
教
』

一
四
○

頁
。

19

同
右
、

一
六
五
頁
-

一
六
六
頁
。

20

同
右
、

一
六
七
頁
-
二

八
八
頁
。

21

『
曹

洞
教
会
修
証
義
』
中

「
発
願
利
生
」

<
キ
ー

ワ
ー
ド
>

土
岐
善
静
、

勅
語
術
義
書
、

真
俗

二
諦
、
報

恩
、

伝
統

的
宗
乗

(
日
本
大
学
教
育
制
度
研
究
所
助

手
)

土
岐
善
静
の
勅
語
術
義
書
を
め
ぐ
っ
て

(三

宅
)
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